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九州支部から始まった応用物理学会のリフレッシュ理科教室は 2016 年度に 20 周年の佳節を迎

えた。この 20 年の間にリフレッシュ理科教室を取り巻く内外の環境、状況は様変わりし、他の団

体でも科学啓発活動が活発になってきた。リフレッシュ理科教室の特徴や役割、応用物理学会・

九州支部として取り組む意義などをあらためて考える時期がきたと思われる。このような認識の

もと、九州支部では継続的な活動に取り組みつつ、次なる展開を模索しているところである。2015

年度からは各会場の開催の意義・位置付けとして、支部連携、地域連携、他団体との連携等の観

点を取り入れ、幾つかの取り組みを開始した。 

2016 年度は第 20 回開催の意義を留めるため、会場数を例年より増やし、最終的に 7 会場でリ

フレッシュ理科教室を実施した（福岡会場 1：福岡市立少年科学文化会館、鹿児島会場：鹿児島

市立科学館、福岡会場 2：臨海 3R ステーション、対馬会場、飯塚会場 1：イイヅカコミュニティ

センター、福岡会場 3：「世界一行きたい科学広場 in ふくおか 2016」・福岡市立舞鶴小中学校、

飯塚会場 2：飯塚市立図書館ちくほ図書館）。全体のテーマを「家庭ごみのお話とリサイクル理科

工作」として、工作材料やテキストの共通化等により経費を押さえつつ、各会場では実施形態や

運営方法、参加者募集などを工夫し、それぞれ特徴ある理科教室となった。 

リフレッシュ理科教室の中で比較的新しい取り組みの一つが、離島や山間部の学校で実施する

出張理科教室である。これは、応用物理学会会員が科学館等の施設利用の難しい地域の小学校を

訪問して理科教室を行い、体験型学習を通して科学技術の面白さ、不思議さを感じてもらうため

の取り組みである。2016 年度は対馬市教育委員会と連携し、対馬市立小学校 2 校において授業時

間をつかってリフレッシュ理科教室を実施した。また、飯塚市立図書館の協力を得て、日ごろか

ら図書館に集ってくる好奇心あふれる子ども達を対象として図書館内で理科教室を実施した。そ

のほか、各地の自治体や教育委員会、外郭団体、NPO 法人などの他団体との協働、協力してリフ

レッシュ理科教室を実施し始めた。 

講演では、2016 年度の取り組み、2017 年度現在進行中の計画や展開を紹介し、地域や他団体

との連携によるリフレッシュ理科教室の利点や課題について議論したい。 
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